
令和7年度北区明るい選挙講演会　アンケート結果
（３7名が回答、自由記述欄は要約）

Q１．　アンケート回答者の年齢について

人数 ％

20歳代 ― ―

30歳代 ― ―

40歳代 ― ―

50歳代 1 3%

60歳代 2 5%

70歳代 23 62%

80歳代 11 30%
合計 37 ―

Q２・３．　選挙講演会の内容について

人数 ％

参考になった 35 97%

参考にならなかった 1 3%
合計 36 ―

(意見・感想）
・記者視点での事例を交えたSNSを使った選挙の話など興味深かった。
・公平な選挙報道が大切だということ改めて考えさせられた
・SNS・AIには良い面・悪い面があり、何が真実か見分けられる正しい眼を持つことが大切だということ
　を改めて考えさせられた。
・メディアの変遷についてよく分かり、今後の動向についても参考になった。
・アテンションエコノミ－について今後どうなっていくか不安を感じた。
・メディアがSNSと向き合い事実に基づき積極的報道していることが分かった。SNS活用について充分
　注意することが必要だと考えさせられた。
・報道現場の実情を聴き、選挙報道に対する今後のメディアの姿勢変更に期待したいと感じた。
・ファクトチェックの重要性について考えさせられた。
・もう少し選挙に絡めた話を聴きたかった。

Q４．　講師はどのような人がよいか （複数回答）

人数

大学教授 7

新聞等の記者 17

行政職員 10

その他 3

不明 0
合計 37

Q５ ₋ 1．　今回の選挙講演会に関する意見

・講演時間は40～60分ほどが良い

Q５ ₋ 2．　今後開催してほしい選挙講演会のテーマ

・メディアリテラシーの培い方、情報の真偽の見極め方について
・選挙制度と投票の意義及び改革について
・他市区町村での選挙啓発活動について
・投票率をあげるには
・若者への選挙啓発方法について
・インターネット投票に関して
・やっていい選挙運動とやってはいけない選挙運動について（実例）
・選挙における各行政機関の役割について


